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ご 

挨 

拶 
 

理
事
長 

吉 

永 

龍 

暘 

会  

長 

吉 

永 

龍 

奏 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
会
の
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

誠
に
残
念
な
が
ら
、
西
谷
龍
邦
様
、
横
山
龍
治
様
の
訃
報
に
際
し
、
生
前
に
賜
り
ま
し

た
ご
功
績
と
ご
尽
力
に
、
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
私
ど
も
は
、
お
二
人
が
遺
し
て
く
だ
さ
っ
た
歩
み
と 

志
を
胸
に
刻
み
、
今
後
も
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
楽
し
く
吟
じ
、
吟
道
の
普
及
と
向
上

に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

お
詫
び
と
訂
正 

前
号
の
会
報
「
敬
天
愛
人
」
第
６２
号
8
ペ
ー
ジ
下
段
の
「
高
齢
者
特
別
表
彰 

（
ス
ー
パ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
表
彰
）
」
に
お
い
て
、
岩
井
龍
絢
様
の
お
名
前
が
欠
落
し

て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
致
し
ま
す
。
正
し
く
は
、
赤
池
龍
徳

様
と
岩
井
龍
絢
様
の
お
二
人
で
す
。 

◆
訃
報 

西
谷
邦
江
（
龍
邦
）
様 

令
和
七
年
九
月
七
日
早
朝
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
九
日
に
通
夜
、
十
日
に
告
別
式
が
執

り
行
わ
れ
、
家
族
葬
に
て
、
さ
く
ら
町
斎
場
に
お
い
て
荼
毘
に
付
さ
れ
ま
し
た
。 

享
年
八
十
一
歳
。
南
洲
吟
道
会
在
籍
三
十
二
年
で
し
た
。 

南
洲
吟
道
会
一
同
よ
り
、
ま
た
、
吉
永
龍
暘
・
龍
奏
連
名
、
龍
暘
会
よ
り
長
友
龍
瑤
、

永
田
龍
游
、
山
田
龍
瓔
、
野
澤
純
祥
、
大
塚
龍
優
の
各
氏
に
よ
り
、
供
花
を
お
供
え
申
し

上
げ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
夏
の
吟
道
大
学
に
お
い
て
は
、
た
い
へ
ん
お
元
気
に
受
講
さ
れ
、
打
ち
上
げ
に
も
ご

参
加
く
だ
さ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
共
に
過
ご
し
ま
し
た
。 

「
先
生
、
広
島
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
お
別
れ
し
た
の
が
、
結
果
と
し
て
最
後
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
誠
に

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
理
事

と
し
て
、
ま
た
指
導
局
と
し

て
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜

り
、
龍
暘
会
所
属
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

西郷南洲翁揮毫 

ホームページ検索 

南洲吟道会と入力 

 

南洲吟道会と入力 

 
 

 
 
 
 
 
 

会 

報 

「
敬
天
愛
人
」
第
六
十
三
号 

 

発
行
日 

 

令
和
八
年
一
月
十
五
日 

編
集
人 
 

南
洲
吟
道
会 

広
報
局 

手
塚
憲
龍 

 
 

発
行
人 

 

南
洲
吟
道
会 

理
事
長 

吉
永
龍
暘
・
会
長 

吉
永
龍
奏 

 
 

発
行
所 

 

〒
一
六
五-

〇
〇
三
五 

東
京
都
中
野
区
白
鷺
二-

三
四-

五 

団
体
名 

 

公
益
社
団
法
人 

日
本
吟
道
学
院
公
認 

南
洲
吟
道
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三-

三
三
三
〇-

七
〇
〇
九 

ありし日の元気な西谷さん 
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故
西
谷
さ
ん
を
偲
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍
暘
会 

永
田
龍
游 

 

記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
令
和
七
年
の
夏
も
、
漸
く
九
月
を
迎
え
、
何
と
か
厳
し

い
残
暑
も
凌
ぎ
易
く
な
る
の
で
は
・
・
・
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
時
、
西
谷
龍
邦
さ
ん
急

逝
の
報
に
接
し
、
龍
暘
会
一
同
、
驚
き
の
余
り
信
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
九

月
か
ら
又
ご
一
緒
に
お
稽
古
出
来
る
も
の
と
、
疑
い
も
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。 

西
谷
さ
ん
は
、
何
事
に
も
根
気
強
く
取
り
組
む
方
で
、
柔
ら
か
な
美
声
で
龍
暘
先
生
の
熱

心
な
ご
指
導
に
何
度
も
復
唱
な
さ
っ
て
い
た
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
又
、
長
期
間
に
わ

た
り
指
導
部
長
と
し
て
、
春
秋
の
昇
段
審
査
の
準
備
等
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
。
そ 

し
て
、
神
宗
流
の
詩
舞
で
も
ご
活
躍
な
さ
い
ま
し
た
が
、
令
和
七
年
春
季
温
習
会
で
の
舞

姿
（
『
富
士
山
』
）
が
見
納
め
と
な
り
ま
し
た
事
、
と
て
も
残
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

本
当
に
、
呼
べ
ど
も
還
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
す
ね
、
西
谷
さ
ん
‼ 

 

悲
し
み
は
付
き
ま
せ
ん
が
、
龍
暘
会
一
同
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。 

令
和
七
年
晩
秋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 

 

◆
訃
報 

横
山
治
安
（
龍
治
）
様 

横
山
治
安
（
龍
治
）
様
が
、
去
る
十
月
二
十
七
日
（
月
）
、
九
十
三
歳
に
て
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
慢
性
気
管
支
炎
の
療
養
中
、
コ
ロ
ナ
罹
患
六
日
目
で
旅
立
た
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。
秋
も
深
ま
り
霜
の
降
り
る
折
、
奥
様
・

横
山
喜
代
子
様
よ
り
ご
連
絡
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。
故
人
は
本
会
相
談
役
、
ま
た
八
王
子
会

会
長
と
し
て
三
十
余
年
に
わ
た
り
吟
道
に
専
念

さ
れ
、
会
の
隆
盛
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま

し
た
。
高
い
人
格
と
ご
精
進
は
、
私
ど
も
の
範

と
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
よ
り
生
花

を
供
し
、
故
人
の
ご
功
績
を
偲
び
つ
つ
、
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
（
猪
浦
龍
雅
記
） 

追
悼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
永
龍
暘 

横
山
龍
治
先
生
の
突
然
の
悲
報
に
接
し
、
会
員
一
同
驚
い
て
お
り
ま
す
。
ご
逝
去
を
悼

み
、
謹
ん
で
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
九
十
三
歳
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

寂
し
い
で
す
。 

平
成
七
年
一
月
十
五
日
入
会
、
在
籍
三
十
年
で
し
た
。
八
王
子
南
洲
吟
道
会
会
長
と
し

て
、
三
代
目
の
会
長
を
務
め
、
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
体
調
を
崩
し
て
か
ら

は
、
九
年
に
成
り
ま
す
が
、
そ
の
間
も
会
の
た
め
に
会
費
を
納
め
続
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。
お
休
み
さ
れ
て
も
二
カ
月
に
一
回
は
先
生
よ
り
、
お
電
話
を
頂
ま
し
た
。
常
に
熱
心

に
勉
強
さ
れ
で
、
優
し
い
一
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
方
で
。
高
潔
な
お
人
柄
に
、
八
王

子
会
員
共
々
尊
敬
致
し
て
居
り
ま
し
た
。
痛
惜
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
横
山
先
生
ど
う

ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。
ご
活
躍
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
七
年
度
東
京
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
予
選 

 

令
和
七
年
七
月
十
二
日 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
小
ホ
ー
ル 

六
名
入
賞 

プ
ロ
グ
ラ
ム
順 

小
櫻 

梢 

木
村
陽
子 

吉
澤 

強 

藤
田 

幸 

山
田
惠
美
子 

中
川
晋
也 

 
 
 

審
査
委
員 

吉
永
龍
暘 

 
 

応
援 

大
塚
龍
優 

長
友
龍
瑤 

 

 

◆
七
年
度
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
東
京
地
区
コ
ン
ク
ー
ル 

令
和
七
年
七
月
十
二
日 

調
布
グ
リ
ン
ホ
ー
ル 

 
 

和
歌
入
賞 

永
井
福
枝 

 

 

◆
七
年
度
日
本
吟
道
夏
季
大
学
「
朗
吟
で
昭
和
一
〇
〇
年 

戦
後
八
〇
年
を
偲
ぶ
」 

令
和
七
年
八
月
二
十
二
日 

北
ト
ピ
ア 

第
一
講 

誰
も
が
願
う
平
和
へ
の
道 

 

「
昭
和
天
皇
御
製 

世
の
中
も
」
「
こ
の
青
葉
」 

 

第
二
講 

英
霊
に
捧
げ
る
鎮
魂
の
情 

 

「
九
段
の
桜
」
「
こ
の
生
命
」 

 

第
三
講 

伴
奏
Ｃ
Ｄ
「
カ
ノ
ン
」
の
使
い
方
徹
底
ガ
イ
ド 

「
伴
奏
に
調
和
し
た
美
し
い
吟
詠
を
楽
し
み
ま
し
よ
う
」 

 

「
カ
ノ
ン
使
用
上
の
ポ
イ
ン
ト
」
「
長
さ
の
合
わ
せ
方
」  

特
別
講
座 

吟
詠
の
た
め
の
発
音
と
発
声
法 

 

「
発
音
に
つ
い
て
」
「
発
声
法
に
つ
い
て
」 

「
日
常
気
を
付
け
た
い
こ
と
」
「
発
声
法
の
実
技
研
修
」 

第
四
講 

科
学
的
指
導
法
の
確
立
を
目
指
し
て 

「
吟
を
学
ぶ
上
で
の
用
語
の
意
味
に
つ
い
て] 

「
用
語
の
意
味
に
つ
い
て
」 

平成 21年頃の横山さん 
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第
五
講 

戦
争
の
悲
惨
さ
を
吟
で
体
験
し
語
り
継
ぐ 

「
平
和
を
願
っ
て
新
吟
道
範
典
に
掲
載
さ
れ
た
（
戦
争
関
連
作
品
）
」 

「
基
本
は 

や
は
り
「
読
み
」―

作
者
の
思
い
を
代
弁
す
る
と
も
り
で
」 

受
講
生 

 
 

吉
永
龍
暘 

吉
永
龍
奏
（
欠
） 

猪
浦
龍
雅 

手
塚
憲
龍 

茂
呂
真
龍
（
欠
）

大
塚
龍
優 

山
田
龍
瓔 

吉
澤
強
龍 

春
山
美
祥 

市
橋
富
洲 

永
井
福
枝 

長
友
龍
瑤
（
欠
） 

西
谷
龍
邦 

小
櫻
梢
城 

小
室
慶
龍 

（
申
込
順
） 

昨
年
は
二
日
に
わ
た
り
講
座
が
有
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
一
日
に
成
り
、
こ
れ

だ
け
の
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
八
月
二
七
日
の
予
定
に
成
り
ま
し
た
の
で
、

楽
し
み
に
、
是
非
大
勢
の
受
講
を
願
い
ま
す
。
（
龍
暘
） 

◆
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
関
東
大
会 

 

令
和
七
年
八
月
二
十
三
日
（
土
） 

八
王
子
い
ち
よ
う
ホ
ー
ル 

出
演
者 

山
田
恵
美
子 

茂
呂 

肇 

吉
澤 
強 

漢
詩
一
般
四
部
入
賞 

全
国
大
会
出
場
権
獲
得 
茂
呂 

肇 

◆
広
島
出
雲
大
社
分
祠
神
楽
殿
に
て 

吉
永
龍
奏
詠
う 

「
被
爆
八
十
年
記
念
奉
納
演
奏
会
」 

神
事
に
込
め
る
誠 

～
平
和
へ
の
祈
り
を
音
に
託
し
て
～ 

令
和
七
年
九
月
四
日
（
木
）
十
八
時
三
十
分
開
演 

出
席
者 

吉
永
龍
暘 

木
村
旦
城 

永
井
福
枝 

協
賛
者 

吉
永
龍
暘 

永
井
福
枝 

木
村
旦
城 

児
玉
龍
智 

藤
田
龍
香 

田
丸
久
水 

 
 
 
 
 
 
 

手
塚
憲
龍 

大
塚
龍
優 

新
妻
眞
祥 

長
友
龍
瑤 

永
田
龍
游 

西
谷
龍
邦  

山
田
龍
瓔 

野
澤
純
祥 

猪
浦
龍
雅 

早
乙
女
恵
龍 

佐
藤
千
祥 

杉
本
陽
祥 

吉
澤
強
龍 

岩
田
幸
祥 

春
山
美
祥 

安
齊
治
城 

長
島
恵
洲 

市
橋
富
洲  

吉
永
浩
和 

小
室
慶
龍 

岩
井
龍
絢
（
申
込
順
） 

◆
第
二
十
四
回 

長
友
倫
夫
リ
サ
イ
タ
ル 

 

手
塚
憲
龍
「
祝
詩
」
を
吟
詠 

令
和
七
年
九
月
二
十
四
日 

八
王
子
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル 

長
友
大
兄
の
米
寿
を
祝
す 

 

手
塚
憲
夫 

贈 

 

歌
謡
一
路 

幾
春
秋 

贏
（
か
）
ち
得
た
り 

清
声 

匹
儔
（
ひ
つ
ち
ゅ
う
）
を
絶
つ 

重
八
（
ち
ょ
う
は
ち
）
に
躋
（
の
ぼ
）
り
来
た
る
も
猶
矍
鑠 

更
に
祈
る
椿
寿 

百
年
の
遊 

◆
第
六
十
二
回 

国
分
寺
市
民
文
化
祭 

令
和
七
年
十
月
十
九
日 

国
分
寺
市
い
ず
み
H 

 

総
括 

手
塚
憲
龍 

司
会 

佐
藤
千
祥 

春
山
美
祥 

 

舞
台 

吉
澤
強
龍 

出
演 

市
橋
富
洲 

安
齊
治
城 

春
山
美
祥 

 
 

岩
田
幸
祥 

吉
沢
強
龍 

杉
本
陽
祥 

 
 

佐
藤
千
祥 

早
乙
女
恵
龍 

手
塚
憲
龍 

 
 

猪
浦
龍
雅 

 

◆
秋
季
昇
段
審
査
会
＆
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
練
習
会 

令
和
七
年
九
月
二
十
八
日
（
日
）
白
鷺
高
齢
者
会
館 

七
年
度
秋
季
昇
段
審
査
合
格
者 

初
伝 

内
川
研
洲 

二
段 

大
北
正
吟 

三
段 

市
橋
富
洲 

六
段 

足
立
英
水 

 

六
段 

田
丸
久
水 

八
段 

小
櫻
梢
城 

皆
伝 

永
井
瑞
祥 

準
師
範 

岩
田
幸
祥 

九
段 

佐
藤
千
祥 

範
師 

茂
呂
真
龍 

 
 

◆
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
詠
音
楽
会 

七
年
度
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
「
未
来
に
繋
ご
う
！
吟
剣
詩
舞
」 

令
和
七
年
十
月
五
日
（
日
） 

 

品
川
区
立
荏
原
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

大
会
役
員 

相
談
役 

吉
永
龍
暘 

 

接
待
・
救
護 

吉
永
龍
奏 

 

舞
台 

 
 

小
櫻
梢
城
名
流
吟
詠
～
華
の
競
演
～
春
日
山
懐
古 

小
櫻
梢
城 

 

四
地
区
合
連
吟 

小
督
の
局 

小
櫻
梢
城 

 

◆
創
立
四
十
五
周
年
記
念 

令
和
七
年
度
日
本
吟
道
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル 

決
選
大
会 

令
和
七
年
十
月
六
日
（
月
） 

 

北
区
・
北
と
ぴ
あ 

つ
つ
じ
小
ホ
ー
ル 

漢
詩
・
奥
伝
以
上
の
部 

藤
田 

幸 

山
田
惠
美
子 

吉
澤 

強 

中
川
晋
也 

  
和
歌
の
部 

小
櫻 

梢 
 

新
体
詩
の
部 

木
村
陽
子 

 

以
上
六
名
が
東
京
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

応
援 

吉
永
龍
暘 

吉
永
龍
奏 

猪
浦
龍
雅 

手
塚
憲
龍 

長
友
龍
瑤 

児
玉
龍
智 

大
塚
龍
優 

齊
藤
龍
優 

田
丸
久
水 

永
井
瑞
祥 

市
橋
富
洲 

舞
台
音
響 

手
塚
憲
龍 

 

舞
台
進
行 

吉
澤
強
龍 

大 会終了後 国分寺洲神会一同 
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入
賞
者 

和
歌
の
部 

第
三
位 

「
し
ら
と
り
は
」 

小
櫻 

梢 
 

漢
詩
奥
伝
の
部
入
賞 

「
相
模
湖
の
恨
み
」 

山
田
惠
美
子 

 
九
十
九
名
中
、
以
上
二
名
が
入
賞
を
勝
ち
得
ま
し
た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。 

日
本
吟
道
吟
士
権
者
と
し
て
「
涼
州
詞
」
を
小
櫻
梢
城
さ
ん
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
令
和
七
年
度 

東
京
地
区 

連
合
会 

吟
詠
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

令
和
七
年
十
月
十
三
日 

（
祝
）
江
戸
川
区
小
松
川
区
民
館
ホ
ー
ル 

独
吟
の
部
「
子
夜
呉
歌
」
永
井
福
枝 

「
青
葉
の
笛
」
田
丸
久
水 

 

「
安
宅
の
関
」
秋
山
政
水 

「
廬
山
瀑
布
を
望
む
」
木
村
旦
城 

 

「
名
槍
日
本
号
」
中
川
晋
城 

「
心
に
太
陽
を
も
て
」
小
櫻
梢
城 
 

「
山
行
」
春
山
美
祥 

（
家
兄
に
寄
せ
て
志
を
言
う
）
野
澤
純
祥 

 

「
秋
思
」
吉
沢
強
龍 

「
二
度
と
な
い
人
生
だ
か
ら
」
大
塚
龍
優 

 

「
相
模
湖
の
恨
み
」
山
田
龍
瓔 
「
九
月
十
三
夜
陣
中
の
作
」
児
玉
龍
智 

 

「
海
よ
」
猪
浦
龍
雅 

歌
謡
吟
詠
の
部
「
大
漁
吟
じ
込
み
」
加
藤
龍
孝 

齊
藤
龍
優 

齋
藤
和
洲 

澤
口
三
水 

合
連
吟
の
部 

 

「
本
能
寺
」
稲
葉
龍
誠 

手
塚
憲
龍 
萩
野
進
龍 

 

夢
の
コ
ラ
ボ 

 
 

「
居
合 

英
信
流
掟
枝
五
本
」
手
塚
憲
龍 

「
赤
垣
源
蔵
徳
利
の
別
れ
」
佐
藤
千
祥 

出
演
者
全
員
二
十
五
名
に
よ
る
合
吟
「
夜
墨
水
を
下
る
」 

 

◆
七
年
度
度 

指
導
者
育
成
推
進
講
習
会 

令
和
七
年
十
月
二
十
四
日
（
日
）
十
三
時
よ
り 

 

小
松
川
区
民
館 

出
席
者
名  

吉
永
龍
暘 

猪
浦
龍
雅 

手
塚
憲
龍 

大
塚
龍
優 

山
田
龍
瓔 

萩
野
進
龍 

永
井
瑞
祥 

小
櫻
梢
城 

欠
席
者
名 

吉
永
龍
奏 

長
友
龍
瑤 

 

◆
茂
呂 

肇
様 

入
賞
獲
得 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
七
年
十
月
二
十
六
日 

倉
敷
に
て 

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
吟
剣
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
決
勝
大
会
に
於
い
て 

漢
詩
一
般
四
部
入
賞 

 

秋
の
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
て 

 
 
 
 
 
 
 

国
分
寺
会 

佐
藤
千
祥 

 

昇
段
試
験
の
時
期
に
な
る
と
、
受
験
資
格
者
名
簿
を
渡
さ
れ
、
毎
度
〳
〵
、
「
試
験
を

受
け
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
実
力
が
伴
わ
な
い
の
で
、
ず
っ

と
辞
退
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
私
の
雅
号
「
千
祥
」
は
「
千
の
幸
せ
」
と
い
う
意
味

で
、
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る
の
で
変
え
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
令
和
七

年
度
の
昇
段
試
験
審
査
表
を
見
る
と
九
段
を
受
験
し
て
も
雅
号
が
変
わ
ら
な
い
の
で
、
そ

れ
で
は
と
先
生
の
説
得
に
根
負
け
し
て
受
験
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

課
題
吟
は
「
枕
草
子
」
と
「
方
丈
記
」
、
「
百
人
一
首
」
と
あ
り
、
文
章
と
し
て
は

「
枕
草
子
」
の
方
が
好
き
で
す
が
、
「
方
丈
記
」
は
平
松
教
場
の
時
、
先
輩
が
受
験
の
為

に
吟
じ
て
い
た
の
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
「
方
丈
記
」
に
決
め
ま
し
た
。
さ
て
当
日
で
す

が
、
受
験
者
名
簿
で
は
十
四
番
。
と
こ
ろ

が
会
場
に
来
て
受
験
す
る
人
が
少
な
か
っ

た
為
、
順
番
を
把
握
し
て
お
ら
ず
、
呼
ば

れ
る
ま
で
の
ん
び
り
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
当
日
受
験
す
る
人
の
名
簿
の
プ
リ
ン

ト
が
あ
れ
ば
助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私

は
マ
イ
ク
キ
ラ
ー
で
上
手
く
調
整
が
で
き

な
い
の
で
、
最
初
に
調
整
の
仕
方
を
説
明

し
て
欲
し
か
っ
た
で
す
。
そ
ん
な
小
さ
な

ト
ラ
ブ
ル
を
経
て
の
吟
詠
で
し
た
が
、
課
題
吟
を
暗
誦
し
て
い
た
も
の
の
、
不
本
意
な
吟

で
終
わ
り
ま
し
た
。
龍
暘
先
生
か
ら
暖
か
い
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
ホ
ッ
と
し
た
次
第
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。                         

 
次
に
十
月
十
三
日
の
吟
詠
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
で
す
。
昨
年
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

日
本
舞
踊
等
多
彩
な
演
目
が
あ
り
、
「
何
で
も
良
い
」
「
時
間
制
限
も
な
い
」
と
先
生
と

話
し
て
い
る
内
に
「
じ
ゃ
あ
講
談
や
る
わ
」
と
、
つ
い
口
が
す
べ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
き
な
り
講
談
を
や
る
と
言
っ
た
の
は
無
謀
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
少
し
か
じ
っ

て
い
た
の
で
す
。
吟
の
「
赤
垣
源
蔵
徳
利
の
別
れ
」
は
教
場
で
練
習
し
た
事
が
あ
り
、
講

談
の
台
本
も
あ
っ
た
の
で
、
少
し
ア
レ
ン
ジ
し
て
臨
み
ま
し
た
。
し
か
し
当
日
は
マ
イ
ク

の
位
置
が
悪
く
、
半
分
ほ
ど
声
が
会
場
に
届
い
て
な
か
っ
た
と
の
事
で
し
た
。
そ
ん
な
時 秋季昇段審査会にて 



- 5 - 

は
会
場
係
か
連
絡
係
が
素
早
く
司
会
者
に
伝
達
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
あ

あ
、
又
、
マ
イ
ク
の
ト
ラ
ブ
ル
・
・
・
。
折
角
一
生
懸
命
練
習
し
た
の
に
不
発
に
終
わ

り
、
残
念
無
念
。
「
こ
れ
で
最
初
で
最
後
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
後
日
、
先
生

か
ら
「
来
年
は
南
洲
吟
道
会
が
仕
切
る
」
と
聞
き
、
「
え
っ
！ 

じ
ゃ
あ
国
分
寺
会
も
頑

張
ら
な
き
ゃ
」
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
し
元
気
で
あ
れ
ば
、
再
度
講
談
に
挑
戦
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
、
今
度
は
立
っ
て
講
談
し
、
マ
イ
ク
を
正

面
に
し
て
で
す
。
今
、
私
は
国
分
寺
の
恋
ヶ
窪
公
民
館
で
「
ひ
い
ら
ぎ
教
室
」
と
言
う
講

座
を
月
二
回
、
六
月
か
ら
受
講
し
て
い
ま
す
。
各
月
で
教
科
が
変
わ
り
、
十
二
月
は
講
談

で
す
。
そ
れ
が
あ
る
の
で
申
し
込
ん
だ
の
で
す
。
講
師
は
神
田
桜
子
先
生
で
、
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。 

 

詩
吟
の
教
本
に
「
徳
川
家
康
公
遺
訓
」
「
心
に
太
陽
を
も
て
」
「
漫
吟
」
「
歩
い
て
ゆ

け
な
け
れ
ば
」
「
あ
り
が
と
う
」
等
々
、
私
の
心
を
叱
咤
激
励
し
て
く
れ
る
吟
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
吟
に
接
す
る
と
、
私
は
め
げ
な
い
！
前
を
見
る
！
と
奮
起
す
る
の
で

す
が
、
何
せ
佐
藤
千
祥
九
十
才
に
手
が
届
く
年
令
に
な
り
、
気
持
ち
ば
か
り
が
先
走
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

南
洲
吟
道
会
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
か
け
る
事
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

巡
り
会
え
た
事
に
感
謝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

洲
神
会 
木
村
旦
城 

思
い
起
こ
せ
ば
、
昨
年
の
晩
秋
か
ら
仲
冬
に
か
け
、
迷
走
し
て
お
り
ま
し
た
。
諸
事
情
で
前

の
詩
吟
教
室
を
退
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
、
や
は
り 

絶
対 
間

違
い
な
く 

詩
吟
を
続
け
た
い 

と 

熱
い
思
い
の
も
と 

お
教
室
情
報
を 

も
と
め
て
お

り
ま
し
た
。
ま
さ
し
く 

蝶
の
ご
と
く
（
ひ
ら
～
あ 

ひ
ら
と 

舞
い 

ゆ
く
わ 

 

（
北
村

透
谷 

蝶
の
ゆ
く
へ 

よ
り
）
あ
っ
ち
へ 

ヒ
ラ
ヒ
ラ 

こ
っ
ち
へ 

フ
ラ
フ
ラ 

し
た
い
。 

折
し
も
各
区
主
催
の
秋
の
文
化
祭
た
け
な
わ
の
（
た
ぶ
ん
）
時
期 

よ
っ
し
ゃ
あ
あ
！ 

意
気

込
み
過
ぎ
た
掛
け
声
も
虚
し
く 

す
ぐ
撃
沈 

開
催
2
区
だ
け
な
ん
で
す
。
吟
剣
詩
舞
区
民

の
つ
ど
い 

「
区
っ
て
23
よ
ね
。 

え
っ 

ど
う
い
う
事 

誰
か 

教
え
て
～
」 

実
際
に
拝

聴 
→

 

見
学 

→
 

入
会
判
断 

考
え
て
い
た
図
式
が 

も
の
の
見
事
に 

机
上
の
空
論

化 

し
か
し 

し
か
し
で
す
よ
。
検
索
履
歴
が 

盛
り
盛
り
盛
り
だ
く
さ
ん 

立
ち
直
り
が
早

か
っ
た
わ
た
く
し 

メ
ー
ル
を
送
り(

返
信
が
な
い) 

電
話
を
か
け
て
も(

現
在
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
多
数) 

や
っ
と 

や
っ
と 

辿
り
着
い
た
の
が 

日
本
吟
道
学
院
で 

ご
ざ
い
ま

し
た
。
「
教
室
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
の
っ
て
ま
す
よ
。
こ
ち
ら
か
ら
も
紹
介
で
き
ま
す
。
」
と 

あ
り
が
た
い
お
言
葉
。
お
か
げ
さ
ま

で 

こ
れ
で
も
か
と 

思
い
っ
切
り 

た
っ
ぷ
り 

し
っ
か
り 

教
室
見
学

で
き 

南
洲
吟
道
会
と 

出
会
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
め
で
た
し 

め
で
た
し
。 

で
す
が 

で
は
な
く 

わ
た
く
し 

な
か
な
か 

お
応
え
で

き
な
い
の
で
す
。
先
生
方
の 

熱
い

が 

す
ぎ
る 

熱
心
な
ご
指
導
に 

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
射
ら
れ
た 

数
多

の
矢
、 

刺
さ
り
ま
く
り
で
す
が
、
一

本 

一
本 

確
実
に 

消
化
吸
収
で

き
ま
す
様 

ピ
ヨ
ピ
ヨ
ひ
よ
こ
の
私 

(

え
っ 

蝶
じ
ゃ
な
か
っ
た
？) 

(

忘
れ
て
く
だ
さ
い

そ
の
単
語
、
今
か
ら 

ぴ
よ
ぴ
よ
の
ひ
よ
こ
で
す
。)

精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
心
の
底
か
ら

お
も
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生
方
の
日
頃
の
ご
指
導
皆
様
と
ご
一
緒
で
き
ま
す
幸
せ
で 

贅
沢
な

時
間
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に 

い
つ
ま
で
も 

ど
こ
ま
で
も
つ
い
て
ま
い
り
ま
す 

ピ
ヨ
ピ
ヨ
ひ
よ
こ
で
す
。 

 

奉
納
靖
国
神
社 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

あ
や
め
教
場 

小
室
慶
龍 

令
和
七
年
十
月
十
七
日
～
十
九
日
ま
で
の
三
日
間
靖
国
神
社
に
て
秋
の
例
大
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
児
玉
教
場
に
ご
指
導
頂
い
て
月
日
も
浅
い
私
に
参
加
の
お
話
を
頂
き

驚
き
戸
惑
い
ま
し
た
。
児
玉
龍
智
先
生
か
ら
色
々
と
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
祖
国
の

為
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
「
英
霊
」
の
御
霊
を
奉
慰
致
し
ま
し
た
。
私
の
兄
二
人
も 

靖
国
神
社
に
奉
慰
し
て
い
ま
す
。 

全国吟詠コンクール決選大会にて 
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広
報
局
長 

手
塚
憲
龍 

 

広
報
部
長 

萩
野
進
龍 

 

編
集
部
長 

佐
藤
千
祥    

Ｈ
Ｐ
担
当 

菊
地 

務 

 
編
集
部
長 

曽
根
龍
富 

 

Ｈ
Ｐ
担
当   

菊
地 

務 

九
段
下
駅
か
ら
靖
国
神
社
へ
は,

長
い
坂
道
を

登
り
、
玉
砂
利
を
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
、
大

鳥
居
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
一
礼
し
感
無

量
で
し
た
。
能
楽
堂
に
着
く
と
小
雨
が
降
り

始
め
心
配
し
ま
し
た
が
、
テ
ン
ト
が
張
ら
れ

て
お
り
、
四
、
五
人
の
方
が
待
っ
て
い
る
様

子
で
し
た
。
私
は
「
母
を
奉
じ
て
嵐
山
に
遊

ぶ
」
を
奉
納
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

南
洲
吟
道
会
に
入
会
し
、
故
菊
田
龍
瑞
先

生
に
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
詩
吟
で
す
の
で
、
例
大
祭
の
参
加
は

お
断
り
し
ま
し
た
が
「
残
り
の
人
生
」
「
詩

吟
の
人
生
」
・
・
・ 

靖
国
神
社
の
御
霊
に
心
を
込
め
て
吟
じ
、
私
に
と
っ
て
の
奉

納
吟
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
舞
台
で
し
た
。 

 

自
由
詩
＆
短
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鷺
宮
教
場 

手
塚
憲
龍 

剣
友
と
交
わ
す
、
雑
談
。 

ふ
と
語
っ
た
、
五
十
七
八
年
前
の
大
学
の
日
々
。
代
々
木
八
幡
の
薄
灯
り
の
ス
ナ
ッ
ク
で

帆
船
の
ラ
ベ
ル
を
か
か
げ
た
ス
コ
ッ
チ
を
友
と
酌
み
交
わ
し
た
夜
が
あ
っ
た
。 

あ
の
頃
の
酒
は
若
さ
の
匂
い
が
し
て
胸
の
奥
に
静
か
に
沈
ん
で
い
る
。 

数
日
後
。
剣
友
が
手
渡
し
て
く
れ
た
一
本
の
カ
テ
ィ
ー
サ
ー
ク
。
深
い
色
の
瓶
の
向
こ
う

に
遠
い
青
春
が
ゆ
っ
く
り
揺
れ
た
。 

昨
夜
、
湯
割
り
の
湯
気
の
む
こ
う
に
あ
の
ス
ナ
ッ
ク
の
扉
が
ひ
ら
く
。
帆
船
は
変
わ
ぬ 

姿
で
長
い
時
間
を
越
え
、
し
み
じ
み
と
私
の
心
に
帰
っ
て
き
た
。 

 

代
々
木
に
て 

飲
み
し
は
遠
き 

五
十
年 

今
も
帆
船
の 

香
湯
割
り
に
沁
む 

令
和
八
年
一
月
以
降
行
事
予
定 

◆
新
春
賀
詞
交
歓
会 

 
 
 
 
 
 
 

一
月
十
一
日 

日
本
吟
道
会
館 

◆
東
京
地
区
一
般
講
習
会 

 
 
 
 

二
月
十
五
日 

小
松
川
区
民
館 

◆
日
本
吟
道
青
少
年
＆
壮
心
全
国
大
会 

三
月
二
十
八
日 

日
本
吟
道
会
館 

◆
本
会
春
季
昇
段
審
査
会
＆
講
習
会 

四
月
予
定 

 

白
鷺
高
齢
者
会
館 

◆
本
会
春
季
温
習
会 

 
 
 
 
 
 

五
月
十
七
日 

野
方
区
民
ホ
ー
ル 

◆
国
分
寺
市
春
季
大
会 

 
 
 
 
 

五
月
十
七
日 

国
分
寺
市
い
ず
み
ホ
ー
ル 

◆
日
本
吟
道
全
国
大
会 

 
 
 
 
 

五
月
二
十
日 

曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー 

◆
本
会
総
会
＆
講
習
会 

 
 
 
 
 

六
月
予
定 

 

白
鷺
高
齢
者
会
館 

 

編
集
後
記 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
長
年
と
も
に
吟
じ
て
き
た
会
員

二
名
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お
二
人
の
こ
れ
ま
で
紡
が
れ
て
き
た
声
と
心
は
、

今
も
会
の
活
動
の
随
所
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
に
わ
た
り
悲
報
が
相
次
い
で
お

り
ま
す
。
会
の
高
齢
化
は
否
め
ず
、
会
員
数
は
年
々
減
少
し
、
新
し
い
仲
間
の
加
入
も
思

う
に
任
せ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
詩
吟
が
育
ん
で
き
た
漢
詩
の
精
神
や
声
を
通

じ
た
交
流
の
価
値
は
、
決
し
て
色
あ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
達
の
歩
み
を
胸
に

刻
み
つ
つ
、
残
さ
れ
た
私
た
ち
が
一
吟
一
吟
を
大
切
に
し
、
次
の
世
代
へ
と
静
か
に
、
し

か
し
確
か
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
何
よ
り
の
供
養
で
あ
り
、
会
の
未
来
を
つ
な
ぐ
道
で

あ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
（
広
報
局
） 

    

靖国神社能楽堂にて 


